
1 

 

阪神高速道路株式会社入札監視委員会(２０２２年度第４回)審議概要 

 

 

開催日及び開催場所 ２０２３年３月２２日（水）阪神高速道路株式会社会議室 

委 員 

石丸鐵太郎（神戸中央法律事務所 弁護士） 

古田 均 （大阪公立大学 特任教授） 

武田 邦宣（大阪大学大学院法学研究科教授） 

審 議 対 象 期 間 ２０２２年１０月１日～２０２２年１２月３１日 

抽 出 案 件 ２件（総件数１０件） 

（ 

内 

訳 

） 

 

工 

事 

一般競争（政府調達協定対象） 0 件（総件数 0件）  

一般競争（政府調達協定対象外） 0 件（総件数 0件）  

技術提案・交渉方式 0 件（総件数 0件）  

指 名 競 争 0 件（総件数 0件）  

随 意 契 約 0 件 (総件数 0件）  

建設コンサルタント業務等 1 件（総件数 7件） （案件①） 

物品等の購入等 1件 (総件数 3件) （案件②） 

委員からの意見・質問、それ

に対する回答 

意見・質問 回  答 

別紙のとおり 別紙のとおり 

委員会による意見の具申又は

勧告の内容 
意見・勧告なし 
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意見・質問 回    答 

【案件①】 

「大阪湾岸道路西伸部他電気設備基本設計その

他業務」 

・1 者しか入札していないが、特殊な業務なの

か。 

 

 

 

 

 

・違う路線なのに何故一緒に発注しているのか。 

 

 

【案件②】 

「2022 年度料金収受機用感熱記録紙購入」 

・感熱記録紙の納品方法や年間使用量は。 

 

 

・落札した者は前回と同じ者か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高速自動車国道又は自動車専用道路にかかる

設計業務実績を参加資格要件として求めており

ますが、業務内容は特殊なものではございませ

ん。入札資料をダウンロードした者のうち 10 者

は有資格者でしたが、結果として応募が１者の

みであったものです。 

 

・業務内容が同じなため一つの契約で発注したも

のです。 

 

 

 

・必要な都度に各指定場所に納品されます。年間

使用量は実績に基づいて算出しております。 

 

・前回と同じ会社です。当該案件につきまして

は、資料をダウンロードした者は他に２者いまし

たが、応募は１者だったものです。 

 

以 上 

 


